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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の所定の撮影領域を超音波で撮影することで、前記撮影領域の超音波画像データ
を取得する画像取得手段と、
　前記撮影領域に含まれる部位を特定するための部位情報を、前記超音波画像データに付
加して記憶手段に記憶する部位情報付加手段と、
　所望の部位の読み出し指示を受け付けて、前記所望の部位を特定する部位情報が付加さ
れている超音波画像データを前記記憶手段から読み出し、その超音波画像データに基づく
超音波画像を表示手段に表示させる表示制御手段と、
　複数の撮影領域を撮影する順番と、各撮影領域に含まれる部位を特定するための部位情
報とを対応付けた撮影計画を予め記憶する撮影計画記憶手段とを有し、
　前記部位情報付加手段は、前記撮影計画に従って複数の撮影領域について順番に撮影さ
れた複数の超音波画像データのそれぞれに、前記撮影計画が示す撮影の順番に対応する部
位を特定するための部位情報を付加して前記記憶手段に記憶することを特徴とする超音波
診断装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記撮影計画が示す撮影の順番を前記表示手段に表示させること
を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、異なる部位情報が付加された超音波画像データを前記記憶手段か
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ら順番に読み出し、その超音波画像データに基づく超音波画像を前記表示手段に順番に表
示させることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記記憶手段から読み出された超音波画像データを前記表示手段
に並べて表示させることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の超音波診
断装置。
【請求項５】
　コンピュータに、
　被検体の所定の撮影領域を超音波で撮影することで取得された超音波画像データを受け
付けて、前記撮影領域に含まれる部位を特定するための部位情報を、前記受け付けた超音
波画像データに付加して記憶手段に記憶する部位情報付加機能と、
　所望の部位の読み出し指示を受け付けて、前記所望の部位を特定する部位情報が付加さ
れている超音波画像データを前記記憶手段から読み出し、その超音波画像データに基づく
超音波画像を表示手段に表示させる表示制御機能と、
　複数の撮影領域を撮影する順番と、各撮影領域に含まれる部位を特定するための部位情
報とを対応付けた撮影計画を予め記憶する撮影計画記憶機能とを実行させ、
　前記部位情報付加機能は、前記撮影計画に従って、複数の撮影領域を超音波で前記順番
に撮影することで取得された複数の超音波画像データのそれぞれに、前記撮影計画が示す
撮影の順番に対応する部位を特定するための部位情報を付加して前記記憶手段に記憶する
ことを特徴とする超音波診断装置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、被検体内に超音波を送信し、被検体内からの反射波を受信することにより
被検体内の診断情報を得る超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、虚血性心疾患の診断においては、超音波診断装置を用いた、心臓の負荷診断（ス
トレス・エコー法）という手法が行われている（例えば特許文献１）。ストレス・エコー
法では、被検体の心臓に負荷を加えていない状態で撮影を行うことにより、通常状態にお
ける超音波画像データ（動画像データ）を取得し、さらに、所定の負荷を加えた状態で撮
影を行うことにより、負荷状態における超音波画像データ（動画像データ）を取得する。
そして、医師が、通常状態で取得された超音波画像（動画像）と、負荷状態で取得された
超音波画像（動画像）を観察し、それぞれの状態における心臓の左心室の心筋の伸縮運動
を評価し、心筋の動きから心筋への血液の環流異常を推測する。
【０００３】
　血流の環流異常を評価する場合、例えば、アメリカ心エコー図学会（ＡＳＥ：Ａｍｅｒ
ｉｃａｎ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｙ）の１６分割法が
採用されている。この１６分割法は、心臓における動脈の枝分れに基づいて左心室の心筋
を１６の領域（セグメント）に分割し、各領域の動きを評価する方法である。
【０００４】
　また、ストレス・エコー法で心筋の動きを評価する場合、点数化（ＷＭＳ：Ｗａｌｌ　
Ｍｏｔｉｏｎ　Ｓｃｏｒｉｎｇ）という方法が採用されている。この点数化は、１６分割
法で心筋を１６の領域に分割し、医師が超音波画像（動画像）上の各領域の動きを観察し
て各領域に点数を付けることで、各領域の動きを評価する方法である。例えば、所定の基
準に従って１点を正常とし、５点を異常とした場合、医師が各領域の動きを観察して、各
領域に１点～５点の点数を付けることで各領域の動きを評価する。このように、ストレス
・エコー法における点数化では、表示装置に表示されている超音波画像（動画像）を医師
が目視によって観察することで、左心室の心筋の動きを評価している。
【０００５】
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　また、心筋の点数化を行う場合、心臓を複数の異なる位置から撮影することで、複数の
断面における超音波画像データ（動画像データ）を取得する。例えば、超音波プローブを
、被検体の体表上の複数の異なる位置に当てて撮影を行うことにより、各位置における超
音波画像データ（動画像データ）を取得する。そして、複数の断面における超音波画像（
動画像）を表示装置の画面に同時に表示し、複数の異なる方向から心筋の動きを観察する
ことで、心筋の点数化が行われている。
【０００６】
【特許文献１】特開平６－２８５０６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、超音波画像（動画像）を表示装置に表示した際のサイズにより、表示装
置に超音波画像（動画像）を同時に表示できる数に限りがある。つまり、目視による点数
化が可能な程度の大きさで、超音波画像（動画像）を表示装置に表示する必要があるため
、表示装置に同時に表示できる超音波画像（動画像）の数には限りがある。また、心臓を
診察する場合、複数の異なる位置で撮影された超音波画像（動画像）を組み合わせて表示
装置に表示するが、その組み合わせは診察の目的に応じて複数ある。
【０００８】
　そのため、表示装置に表示されている超音波画像（動画像）に、観察したい領域（セグ
メント）が含まれていない場合がある。例えば、ある位置で撮影された超音波画像（動画
像）には、観察したい領域（セグメント）が含まれているが、他の位置で撮影された超音
波画像（動画像）には、観察したい領域（セグメント）が含まれていない場合がある。
【０００９】
　このような場合、表示装置に複数の超音波画像（動画像）が表示されているにもかかわ
らず、それら複数の超音波画像（動画像）には、観察したい領域（セグメント）が含まれ
ているものもあれば、含まれていないものもある。その結果、観察したい領域（セグメン
ト）を複数の方向から観察するために、手順に手間を要することがある。
【００１０】
　上述したように、点数化は、医師が超音波画像（動画像）を目視で観察して行うもので
あるため、評価が医師の判断に依存する。従って、１方向からの超音波画像（動画像）を
観察するのみでは、適切に心臓の動きを評価することは困難である。
【００１１】
　そのため、観察対象の領域が含まれる複数の異なる超音波画像を見比べることで、より
多くの情報を得て、適切に評価（点数化）したいという要望がある。例えば、表示装置に
表示されている複数の異なる超音波画像に観察対象の領域が含まれていれば、様々な角度
からその領域を観察して見比べることができるため、より多くの情報が得られ、適切に評
価（点数化）することが可能であると考えられる。
【００１２】
　この発明は上記の問題点を解決するものであり、所望の領域（セグメント）を含む超音
波画像を自動的に表示装置に表示することが可能な超音波診断装置、及び超音波診断装置
の制御プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　請求項１に記載の発明は、被検体の所定の撮影領域を超音波で撮影することで、前記撮
影領域の超音波画像データを取得する画像取得手段と、前記撮影領域に含まれる部位を特
定するための部位情報を、前記超音波画像データに付加して記憶手段に記憶する部位情報
付加手段と、所望の部位の読み出し指示を受け付けて、前記所望の部位を特定する部位情
報が付加されている超音波画像データを前記記憶手段から読み出し、その超音波画像デー
タに基づく超音波画像を表示手段に表示させる表示制御手段と、複数の撮影領域を撮影す
る順番と、各撮影領域に含まれる部位を特定するための部位情報とを対応付けた撮影計画
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を予め記憶する撮影計画記憶手段とを有し、前記撮影計画に従って複数の撮影領域につい
て順番に撮影された複数の超音波画像データのそれぞれに、前記撮影計画が示す撮影の順
番に対応する部位を特定するための部位情報を付加して前記記憶手段に記憶することを特
徴とする超音波診断装置である。
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、コンピュータに、被検体の所定の撮影領域を超音波で撮影す
ることで取得された超音波画像データを受け付けて、前記撮影領域に含まれる部位を特定
するための部位情報を、前記受け付けた超音波画像データに付加して記憶手段に記憶する
部位情報付加機能と、所望の部位の読み出し指示を受け付けて、前記所望の部位を特定す
る部位情報が付加されている超音波画像データを前記記憶手段から読み出し、その超音波
画像データに基づく超音波画像を表示手段に表示させる表示制御機能と、複数の撮影領域
を撮影する順番と、各撮影領域に含まれる部位を特定するための部位情報とを対応付けた
撮影計画を予め記憶する撮影計画記憶機能とを実行させ、前記部位情報付加機能は、前記
撮影計画に従って、複数の撮影領域を超音波で前記順番に撮影することで取得された複数
の超音波画像データのそれぞれに、前記撮影計画が示す撮影の順番に対応する部位を特定
するための部位情報を付加して前記記憶手段に記憶することを特徴とする超音波診断装置
の制御プログラムである。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明によると、所定の撮影領域を撮影することで取得された超音波画像データに、
その撮影領域に含まれる部位を特定するための部位情報を付加することで、所望の部位が
指定されると、その所望の部位を含む超音波画像を表示装置に表示させることが可能とな
る。そのことにより、複数の撮影領域を撮影して超音波画像データを取得した場合、所望
の部位が含まれる複数の超音波画像を表示装置に表示することができるため、複数の方向
から所望の部位を観察することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
（構成）
　この発明の実施形態に係る超音波診断装置、及び超音波診断装置の制御プログラムにつ
いて説明する。まず、この実施形態に係る超音波診断装置の構成について、図１を参照し
て説明する。図１は、この発明の実施形態に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロッ
ク図である。
【００１７】
　超音波プローブ２は、複数の超音波振動子が所定方向（走査方向）に１列に配列された
１次元超音波プローブ、又は、複数の超音波振動子がマトリックス（格子）状に配置され
た２次元超音波プローブからなり、被検体に対して超音波を送信し、被検体からの反射波
をエコー信号として受信する。
【００１８】
　送受信部３は送信部と受信部とを備え、制御部１０の指示の下、超音波プローブ２に電
気信号を供給して超音波を発生させるとともに、超音波プローブ２が受信したエコー信号
を受信する。送受信部３から出力されるデータは信号処理部４に出力される。
【００１９】
　送信部の具体的な構成について説明すると、送信部は、図示しないクロック発生回路、
送信遅延回路、及びパルサ回路を備えている。クロック発生回路は、超音波信号の送信タ
イミングや送信周波数を決めるクロック信号を発生する回路である。送信遅延回路は、超
音波の送信時に遅延を掛けて送信フォーカスを実施する回路である。パルサ回路は、各超
音波振動子に対応した個別経路（チャンネル）の数分のパルサを内蔵し、遅延が掛けられ
た送信タイミングで駆動パルスを発生し、超音波プローブ２の各超音波振動子に供給する
ようになっている。
【００２０】
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　また、送受信部３内の受信部は、図示しないプリアンプ回路、Ａ／Ｄ変換回路、及び受
信遅延・加算回路を備えている。プリアンプ回路は、超音波プローブ２の各超音波振動子
から出力されるエコー信号を受信チャンネルごとに増幅する。Ａ／Ｄ変換回路は、増幅さ
れたエコー信号をＡ／Ｄ変換する。受信遅延・加算回路は、Ａ／Ｄ変換後のエコー信号に
対して受信指向性を決定するのに必要な遅延時間を与え、加算する。その加算により、受
信指向性に応じた方向からの反射成分が強調される。なお、この送受信部３によって加算
処理された信号を「ＲＦデータ（または、生データ）」と称する。
【００２１】
　なお、超音波プローブ２と、送信部及び受信部との間の接続は、超音波の送信時と受信
時において、図示しないＴ／Ｒスイッチによって切り替えられる。
【００２２】
　送受信部３から出力されるＲＦデータは、信号処理部４に出力される。信号処理部４は
、Ｂモード処理部やＣＦＭ処理部などを備えて構成されている。
【００２３】
　信号処理部４のＢモード処理部は、エコーの振幅情報の映像化を行い、エコー信号から
超音波ラスタデータを生成する。具体的には、ＲＦデータに対してバンドパスフィルタ処
理を行い、その後、出力信号の包絡線を検波し、検波されたデータに対して対数変換によ
る圧縮処理を施す。
【００２４】
　また、信号処理部４のＣＦＭ処理部は、動いている血流情報の映像化を行い、カラー超
音波ラスタデータを生成する。血流情報には、速度、分散、パワー等の情報があり、血流
情報は２値化情報として得られる。具体的には、ＣＦＭ処理回路５は、位相検波回路、Ｍ
ＴＩフィルタ、自己相関器、及び流速・分散演算器から構成されている。このＣＦＭ処理
回路は、組織信号と血流信号とを分離するためのハイパスフィルタ処理（ＭＴＩフィルタ
処理）が行われ、自己相関処理により血流の移動速度、分散、パワー等の血流情報を多点
について求める。
【００２５】
　ＤＳＣ５（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ：デジタルスキャンコンバ
ータ）は、直交座標系で表される画像を得るために、超音波ラスタデータを直交座標で表
される画像データに変換する（スキャンコンバージョン処理）。例えば、ＤＳＣ５は、Ｂ
モード超音波ラスタデータに基づいて２次元情報としての断層像データを生成する。その
断層像データは表示制御部６を介して表示部８１に出力され、表示部８１はその断層像デ
ータに基づく断層像を表示する。
【００２６】
　なお、超音波プローブ２、送受信部３、信号処理部４、及びＤＳＣ５がこの発明の「画
像取得手段」に相当する。
【００２７】
　表示制御部６は、ＤＳＣ５から出力された断層像データに基づく断層像などの超音波画
像を表示部８１に表示させる。また、表示制御部６は、制御部１０の制御の下、様々な表
示制御を行なうようにしてもよい。例えば、表示制御部６は、ボリュームデータに対して
ボリュームレンダリングやＭＰＲ処理（Ｍｕｌｔｉ　Ｐｌａｎｎａｒ　Ｒｅｃｏｎｓｔｒ
ｕｃｔｉｏｎ）などの画像処理を施すことで、３次元画像データや任意断面のＭＰＲ画像
データなどの医用画像データを生成する。
【００２８】
　画像記憶部９２は、超音波による走査（スキャン）によって取得された超音波画像デー
タを保存する。表示制御部６が、画像記憶部９２に記憶されている超音波画像データを連
続表示することで、表示部８１に動画像を表示させることができる。なお、画像記憶部９
２が記憶するデータは、ＤＳＣ５によって実施されるスキャンコンバージョン前のいわゆ
る生データであってもよい。
【００２９】
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　撮影計画記憶部９１には、予め作成された撮影計画が記憶されている。この撮影計画は
、ある診断において予め決定された複数の断層像を取得する場合に、それら複数の断層像
を撮影する順番を示している。具体的には、撮影計画には、予め決定された超音波プロー
ブ２を設置する位置（撮影箇所）の順番が示されている。例えば、心筋の動きを診断する
場合、予め決められた複数の位置で撮影された断層像が用いられる。撮影計画には、その
撮影を行う位置の順番が示されている。また、予め決定された各位置で撮影する撮影領域
には、どのような部位が含まれているかが予め判明している。従って、超音波プローブ２
を設置する位置（撮影箇所）の順番と、各位置で撮影する撮影領域に含まれる部位を特定
するための部位情報とが対応付けられて、撮影計画として撮影計画記憶部９１に記憶され
ている。
【００３０】
　例えば、心臓の動きを点数化によって評価する場合、アメリカ心エコー図学会の１６分
割法に従った分割方法によって、心筋を１６の領域（セグメント）に分割して、各領域の
動きを評価する。従って、心臓の動きを評価するための撮影計画には、超音波プローブ２
を設置する位置（撮影箇所）の順番と、各位置で撮影する撮影領域に含まれる領域（セグ
メント）を特定するための部位情報とが対応付けられて示されている。
【００３１】
　そして、診断が開始されると、表示制御部６は、撮影計画記憶部９１に記憶されている
撮影計画が示す順番に従って、撮影箇所（超音波プローブ２を設置する位置）を表示部８
１に表示させる。操作者は、表示部８１に表示されている指示に従って、その指示が示す
位置に超音波プローブ２を設置して撮影を行う。
【００３２】
　部位情報付加部７は、ある撮影領域を撮影することによって取得された超音波画像デー
タ（動画像データ）に、その撮影領域に含まれる部位を特定するための部位情報を付加し
、部位情報が付加された超音波画像データを画像記憶部９２に記憶させる。
【００３３】
　撮影計画には、超音波プローブ２を設置する位置（撮影箇所）の順番と、各位置で撮影
する撮影領域に含まれる部位を特定するための部位情報とが対応付けられて示されている
。従って、部位情報付加部７は、その撮影計画が示す撮影の順番と部位情報との対応付け
に従って、撮影計画が示す撮影の順番に従って撮影された超音波画像データ（動画像デー
タ）のそれぞれに、各順番に対応する部位を特定するための部位情報を付加する。
【００３４】
　ここで、部位情報付加部７による処理の具体例について、図２及び図３を参照して説明
する。図２及び図３は、超音波画像を示す画面の図である。ここでは、１例として、心臓
を撮影対象として説明する。
【００３５】
　図２に示す画面８１ａには、４つの断層像（動画像）が示されている。断層像２１は、
四腔断層像であり、被検体の心臓に負荷を加えていない状態（通常状態）で撮影された断
層像である。断層像２２は、四腔断層像であり、被検体の心臓に負荷を加えた状態（負荷
状態）で撮影された断層像である。
【００３６】
　また、断層像２３は、二腔断層像であり、被検体の心臓に負荷を加えていない状態（通
常状態）で撮影された断層像である。この断層像２３（二腔断層像）は、心尖部に超音波
プローブ２を設置して撮影することで得られた断層像である。断層像２３に表されている
領域２３ａは、左心室の下壁の中央部分である。この領域２３ａは、心筋をアメリカ心エ
コー図学会（ＡＳＥ：Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｅｃｈｏｃａｒｄｉｏ
ｇｒａｐｈｙ）の１６分割法に適用した場合、右冠動脈により筋肉の栄養が提供されてい
る１領域（１セグメント）として割り付けられる。また、断層像２４は、二腔断層像であ
り、被検体の心臓に負荷を加えた状態（負荷情報）で撮影された断層像である。
【００３７】
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　なお、図２には示していないが、例えば左心室の後壁と称される領域は、心尖部に超音
波プローブ２を設置して撮影された三腔断層像（長軸像）、心臓側面に超音波プローブ２
を設置して撮影された短軸像、および、三腔断層像（長軸像）の３種類の画像に含まれる
ことになる。
【００３８】
　心筋の筋肉の状態を目視で診断する場合、複数の視点から撮影された画像を用いて総合
的に判断した方が好ましいと考えられる。
【００３９】
　そこで、この実施形態では、部位情報付加部７が、ある撮影領域を撮影することで取得
された超音波画像データに、その撮影領域に含まれる領域（セグメント）を特定するため
の部位情報を付加し、部位情報が付加された超音波画像データを画像記憶部９２に記憶さ
せる。
【００４０】
　例えば、断層像２３（二腔断層像）には、下壁心尖部（ＡＰＩＣＡＬ　ＩＮＦ）、下壁
中央部（ＭＩＤ　ＩＮＦ）、下壁基部（ＢＡＳＡＬ　ＩＮＦ）、前壁心尖部（ＡＰＩＣＡ
Ｌ　ＡＮＴ）、前壁中央部（ＭＩＤ　ＡＮＴ）、前壁基部（ＢＡＳＡＬ　ＡＮＴ）の６つ
の領域（セグメント）が表されている。この場合、部位情報付加部７は、撮影計画が示す
撮影の順番と部位情報との対応付けに従って、断層像２３のデータに、断層像２３に表さ
れている領域（セグメント）を特定するための部位情報を付加する。
【００４１】
　また、図３に示す断層像３０は、下壁中央部（ＭＩＤ　ＩＮＦ）、中隔中央部（ＭＩＤ
　ＳＥＰＴ）、中隔および前壁中央部（ＭＩＤ　ＡＮＴ　ＳＥＰＴ）、前壁中央部（ＭＩ
Ｄ　ＡＮＴ）、側壁中央部（ＭＩＤ　ＬＡＴ）、後壁中央部（ＭＩＤ　ＰＯＳＴ）の６つ
の領域（セグメント）が表されている。この断層像３０は、心臓側面に超音波プローブ２
を設置して撮影された断層像である。断層像３０に表されている領域３０ａは、下壁中央
部（ＭＩＤ　ＩＮＦ）であり、図２に示す断層像２３の領域２３ａと同じ部位である。部
位情報付加部７は、撮影計画が示す撮影の順番と部位情報との対応付けに従って、断層像
３０のデータに、断層像３０に表されている領域（セグメント）を特定するための部位情
報を付加する。
【００４２】
　そして、部位情報付加部７によって部位情報が付加された断層像データは、画像記憶部
９２に記憶される。
【００４３】
　また、部位情報付加部７は、操作者の指示に従って各断層像データに部位情報を付加し
てもよい。例えば、ある撮影領域を撮影して断層像データを取得している際に、操作者が
ユーザインタフェース８の入力部８２を用いて、その撮影領域に含まれる領域（セグメン
ト）を特定するための部位情報を入力する。部位情報付加部７は、入力部８２にて入力さ
れた部位情報をその断層像データに付加し、部位情報が付加された断層像データを画像記
憶部９２に記憶させる。
【００４４】
　なお、この実施形態では、断層像データ（動画像データ）に部位情報を付加したが、信
号処理部４による処理後の信号に部位情報を付加してもよい。また、部位情報を付加する
画像データは、動画像データであってもよく、静止画像データであってもよい。
【００４５】
［点数化］
　そして、点数化（ＷＭＳ）によって心臓の動きを評価する場合、操作者がユーザインタ
フェース８の入力部８２にて、所望の領域（セグメント）を特定するための部位情報を入
力する。表示制御部６は、その部位情報を検索キーとして画像記憶部９２を検索し、その
部位情報が付加された断層像データ（動画像データ）を取得して表示部８１に表示させる
。
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【００４６】
　また、患者を特定するための患者情報（患者名や患者ＩＤなど）が断層像データに付加
されて画像記憶部９２に記憶されている場合、入力部８２から患者情報と部位情報が入力
されると、表示制御部６は、入力された患者情報と部位情報が付加された断層像データを
画像記憶部９２から取得して表示部８１に表示させる。
【００４７】
　点数化（ＷＭＳ）を行う場合、図２に示すように、表示制御部６は、心臓の模式的な画
像２５～２８を表示部８１に表示させる。これら模式的な画像２５～２８のデータは、記
憶部９に予め記憶させておき、表示制御部６は、そのデータに基づいて模式的な画像２５
～２８を表示部８１に表示させる。
【００４８】
　画像２５は断層像２１（四腔断層像）に対応し、画像２６は断層像２２（四腔断層像）
に対応し、画像２７は断層像２３（二腔断層像）に対応し、画像２８は断層像（二腔断層
像）に対応している。つまり、表示制御部６は、表示部８１に表示させる断層像に対応す
る模式的な画像を表示部８１に表示させる。
【００４９】
　心臓の模式的な画像２５～２８は、アメリカ心エコー図学会（ＡＳＥ）の１６分割法に
従って、複数の領域（セグメント）に分けられており、その領域（セグメント）を示す番
号が示されている。
【００５０】
　例えば、模式的な画像２７は、二腔断層像に対応する画像であり、下壁心尖部（ＡＰＩ
ＣＡＬ　ＩＮＦ）、下壁中央部（ＭＩＤ　ＩＮＦ）、下壁基部（ＢＡＳＡＬ　ＩＮＦ）、
前壁心尖部（ＡＰＩＣＡＬ　ＡＮＴ）、前壁中央部（ＭＩＤ　ＡＮＴ）、前壁基部（ＢＡ
ＳＡＬ　ＡＮＴ）の６つの領域（セグメント）が表されている。各領域には、それぞれ固
有の番号が付されている。１例として画像２７について説明すると、下壁心尖部には（１
５）、下壁中央部には（１０）、下壁基部には（４）、前壁心尖部には（１３）、前壁中
央部には（７）、前壁基部には（１）が割り当てられている。
【００５１】
　そして、操作者が、入力部８２のポインタなどによって模式的な画像２７に含まれる領
域（セグメント）のうち、点数化の対象とする領域（セグメント）を指定すると、表示制
御部６は、ポインタによって指定された領域（セグメント）を特定するための部位情報が
付加された断層像データを画像記憶部９２から取得し、表示部８１に表示させる。
【００５２】
　指定された領域（セグメント）を特定するための部位情報が付加された断層像データが
複数、画像記憶部９２に記憶されている場合は、表示制御部６は、それら複数の断層像デ
ータを画像記憶部９２から取得し、それら複数の断層像データに基づく断層像を表示部８
１に表示させる。
【００５３】
　複数の断層像を表示部８１に表示する場合、表示制御部６は、画像記憶部９２から取得
した複数の断層像データのうち、例えば、４つの断層像データに基づく断層像を表示部８
１に表示させ、それら以外の断層像については、サムネイル表示などのように、表示サイ
ズを縮小して表示部８１に表示させる。目視による点数化が可能な程度の大きさで、断層
像を表示部８１に表示させるためである。
【００５４】
　例えば、操作者が、入力部８２のポインタなどによって模式的な画像２７に含まれる領
域のうち、下壁中央部（１０）に対応する部分２７ａが指定された場合、表示制御部６は
、下壁中央部（１０）を特定するための部位情報が付加された断層像データを画像記憶部
９２から取得し、表示部８１に表示させる。図３に示す断層像３０にも、下壁中央部（１
０）が含まれているため、表示制御部６は、断層像３０のデータを画像記憶部９２から取
得して表示部８１に表示させる。なお、図３に示す画像３１は、断層像３０に対応する模
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式的な画像であり、部分３１ａは下壁中央部（１０）に対応する。
【００５５】
　このように、点数化の対象となる領域（セグメント）が表された複数の断層像を表示部
８１に表示することにより、多角的に心臓の動きを評価することが可能となる。つまり、
複数の断層像を見比べることで、より適切な評価が可能となる。これによって、診断の信
頼性を向上させることができる。また、同じ領域（セグメント）が表されている断層像を
操作者が検索する必要がないため、検索の手間が省け、効率的に診断を行うことができる
。
【００５６】
　ユーザインタフェース（ＵＩ）８は、表示部８１と入力部８２を備えている。表示部８
１はＣＲＴや液晶ディスプレイなどのモニタで構成され、表示制御部６からのビデオ信号
に基づいて、画面上に断層像、３次元画像又は血流情報などを表示する。
【００５７】
　入力部８２は、操作者からの各種指示、関心領域（ＲＯＩ）の設定指示、画質条件の設
定指示、又は画像処理条件の設定指示などの各種指示の入力を受け付ける。この入力部８
２は、ジョイスティックやトラックボールなどのポインティングデバイス、スイッチ、各
種ボタン、キーボード又はＴＣＳ（Ｔｏｕｃｈ　Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｓｃｒｅｅｎ）などで
構成されている。
【００５８】
　また、制御部１０は、超音波診断装置１の各部に接続され、超音波診断装置１の動作を
制御する。この制御部１０は、図示しないＣＰＵと、ＲＯＭやＲＡＭなどの記憶装置を備
えて構成されている。記憶装置には、超音波診断装置１の各部の動作を制御するための制
御プログラムが記憶されている。そして、ＣＰＵが、記憶装置からその制御プログラムを
読み込んで実行することで、超音波診断装置１の動作を制御する。
【００５９】
　また、図示しない記憶装置に、部位情報付加プログラムと表示制御プログラムを記憶さ
せておき、ＣＰＵが、記憶装置から部位情報付加プログラムを読み込んで実行することで
、部位情報付加部７の動作を実行し、記憶装置から表示制御プログラムを読み込んで実行
することで、表示制御部６の動作を実行するようにしてもよい。
【００６０】
（動作）
　次に、この発明の実施形態に係る超音波診断装置１による一連の動作について、図４及
び図５を参照して説明する。図４は、断層像データに部位情報を付加するための動作を示
すフローチャートである。図５は、点数化の対象となる部位が含まれる断層像を表示する
ための動作を示すフローチャートである。
【００６１】
［断層像データの取得］
　まず、図４を参照しながら、断層像データを取得し、その断層像データに部位情報を付
加するための動作について説明する。
【００６２】
（ステップＳ０１）
　診断を開始すると、表示制御部６は、撮影計画記憶部９１に記憶されている撮影計画に
従って、撮影の順番（超音波プローブ２を設置する位置の順番）を表示部８１に表示させ
る。
【００６３】
（ステップＳ０２）
　操作者は、表示部８１に表示されている撮影の順番に従って、超音波プローブ２を被検
体の体表に設置する。
【００６４】
（ステップＳ０３）
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　そして、超音波プローブ２から超音波を被検体に送信し、受信波を送受信部３、信号処
理部４、及びＤＳＣ５にて処理することで、断層像データ（動画像データ）を生成する。
【００６５】
（ステップＳ０４）
　部位情報付加部７は、撮影計画が示す撮影の順番と部位情報との対応付けに従って、生
成された断層像データに、その断層像データを取得した撮影領域に含まれる領域（セグメ
ント）を特定するための部位情報を付加し、部位情報が付加された断層像データを画像記
憶部９２に記憶させる。
【００６６】
（ステップＳ０５）
　そして、撮影計画に従った撮影が終了しない場合は（ステップＳ０５、Ｎｏ）、ステッ
プＳ０２からステップＳ０４を実行する。つまり、撮影計画が示す撮影の順番に従い、複
数の異なる撮影箇所で撮影を行って複数の断層像データを取得する。そして、部位情報付
加部７は、撮影計画が示す撮影の順番と部位情報との対応付けに従って、各断層像データ
（動画像データ）に、各順番に対応する部位情報を付加する。
【００６７】
［点数化］
　次に、図５を参照しながら、点数化（ＷＭＳ）の対象となる部位が含まれる断層像を表
示部８１に表示するための動作について説明する。
【００６８】
（ステップＳ１０）
　操作者がユーザインタフェース８の入力部８２を用いて、点数化の対象となる領域（セ
グメント）を指定する。例えば、図２に示すように、表示部８１に、断層像２３と、その
断層像２３に対応する模式的な画像２７が表示されている状態で、操作者が入力部８２を
用いて、点数化対象となる領域（セグメント）を指定する。
【００６９】
　例えば、下壁中央部（１０）について点数化を行う場合、操作者は、入力部８２のポイ
ンタなどによって、模式的な画像２７に含まれる下壁中央部（１０）に対応する部分２７
ａを指定する。
【００７０】
　また、操作者は入力部８２を用いることで、点数化対象の領域を特定するための部位情
報を入力してもよい。
【００７１】
（ステップＳ１１）
　入力部８２にて点数化対象の部位が指定されると、表示制御部６は、指定された領域を
特定するための部位情報が付加された断層像データ（動画像データ）を画像記憶部９２か
ら取得し、断層像データに基づく断層像（動画像）を表示部８１に表示させる。同じ部位
情報が付加された断層像データが複数、画像記憶部９２に記憶されている場合、表示制御
部６は複数の断層像データを取得し、それら断層像データに基づく断層像を表示部８１に
表示させる。
【００７２】
　例えば、下壁中央部（１０）が指定された場合、表示制御部６は、下壁中央部（１０）
を特定するための部位情報が付加された断層像データ（動画像データ）を画像記憶部９２
から取得して、その断層像データに基づく断層像（動画像）を表示部８１に表示させる。
例えば、図２に示す断層像２３のデータや、図３に示す断層像３０のデータには、下壁中
央部（１０）を特定するための部位情報が付加されて画像記憶部９２に記憶されているた
め、表示制御部６は、断層像２３のデータや断層像３０のデータを画像記憶部９２から取
得して、断層像２３や断層像３０を表示部８１に表示させる。これにより、下壁中央部（
１０）が異なる方向から表された複数の断層像（動画像）を、表示部８１に表示させるこ
とが可能となる。その結果、点数化対象の部位（この例では、下壁中央部）を異なる方向
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から観察することができるため、多角的に点数化対象の部位の動きを評価することが可能
となる。
【００７３】
（ステップＳ１２）
　操作者は、表示部８１に表示されている断層像（動画像）を観察することで、点数化対
象の領域（セグメント）に点数を付していく。
【００７４】
　例えば図２に示すように、表示制御部６は、１点から５点までの点数を表した点数表２
９を表示部８１に表示させる。操作者は表示部８１に表示されている複数の断層像を観察
し、入力部８２のポインタなどを用いて点数表２９が示す点数を指定することで、観察中
の部位（この例では下壁中央部）に点数を付けることができる。
【００７５】
　以上のように、点数化対象の部位（この例では下壁中央部）が表された複数の断層像（
動画像）を表示部８１に表示させることが可能となるため、操作者は、点数化対象の部位
を異なる方向から観察することが可能となる。その結果、操作者は、点数化対象の部位が
表された複数の断層像を見比べることで、多角的に点数化対象の部位の動きを評価するこ
とが可能となるため、より適切な評価（点数化）が可能となる。
【００７６】
　また、点数化を行う部位の順番を予め決めておき、その順番を記憶部９に予め記憶して
おいてもよい。この場合、表示制御部６は、記憶部９に記憶されている順番に従って、そ
の順番に対応する部位を特定する部位情報が付加された断層像データを画像記憶部９２か
ら取得し、その断層像データに基づく断層像を順番に表示部８１に表示させる。
【００７７】
　例えば、点数化を行う部位の順番が、下壁心尖部（ＡＰＩＣＡＬ　ＩＮＦ）、下壁中央
部（ＭＩＤ　ＩＮＦ）、下壁基部（ＢＡＳＡＬ　ＩＮＦ）の順番であった場合、表示制御
部６は、まず、下壁心尖部（ＡＰＩＣＡＬ　ＩＮＦ）を特定するための部位情報が付加さ
れた断層像データを画像記憶部９２から取得し、その断層像データに基づく断層像を表示
部８１に表示させる。そして、操作者が表示部８１に表示されている断層像を観察して点
数化を行うと、表示制御部６は、次に、下壁中央部（ＭＩＤ　ＩＮＦ）を特定するための
部位情報が付加された断層像データを画像記憶部９２から取得し、その断層像データに基
づく断層像を表示部８１に表示させる。そして、操作者が表示部８１に表示されている断
層像を観察して点数化を行うと、表示制御部６は、次に、下壁基部（ＢＡＳＡＬ　ＩＮＦ
）を特定するための部位情報が付加された断層像データを画像記憶部９２から取得し、そ
の断層像データに基づく断層像を表示部８１に表示させる。そして、操作者が表示部８１
に表示されている断層像を観察して点数化を行う。このように、点数化を行う領域の順番
を予め決めておくことで、自動的に、点数化対象が含まれる断層像を表示部８１に表示さ
せて、点数化を行うことが可能となる。
【００７８】
　また、この実施形態では、超音波診断装置を用いたストレス・エコー法を対象として説
明したが、この実施形態に係る手法は、ストレス・エコー法以外の診断にも用いることが
できる。例えば、腹部を撮影した場合、部位情報付加部７は、その撮影で取得された断層
像に、その断層像に含まれる臓器の名称を付加して画像記憶部９２に記憶させることもで
きる。この場合、撮影後、操作者が入力部８２を用いて臓器の名称を指定することで、表
示制御部６は、その臓器の名称が付加された画像データを画像記憶部９２から取得して、
表示部８１に表示させることができる。
【００７９】
　さらに、この実施形態に係る手法は、超音波診断装置の他、Ｘ線ＣＴ装置、ＭＲＩ装置
、Ｘ線診断装置、又は核医学診断装置などの医用画像診断装置にも応用することができる
。
【図面の簡単な説明】
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【００８０】
【図１】この発明の実施形態に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】超音波画像を示す画面の図である。
【図３】超音波画像を示す画面の図である。
【図４】断層像データに部位情報を付加するための動作を示すフローチャートである。
【図５】点数化の対象となる部位が含まれる断層像を表示するための動作を示すフローチ
ャートである。
【符号の説明】
【００８１】
　１　超音波診断装置
　２　超音波プローブ
　３　送受信部
　４　信号処理部
　５　ＤＳＣ
　６　表示制御部
　７　部位情報付加部
　８　ユーザインタフェース
　９　記憶部
　１０　制御部
　８１　表示部
　８２　入力部
　９１　撮影計画記憶部
　９２　画像記憶部

【図１】 【図２】
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